
2021.10《 》３００会員を早期に回復しよう！

2017.3- 10月 入会者 ３月～ 次総会55総 10月
4年増減 増減 性/歳/経緯 増減計 標 残会員 会員数 目

高松労山 + 4- 11 +3 男32 女4？ 女5？ + 4- 2 20 117 １９

高松Ｈ + 5- 12 6 24 ４

山歩会 +24- 10 -1 2- 6 35 732 ２８

五色の峰 + 9- 5 + 1- 2 12 311 ９

坂出Ｈ +15- 32 -12 15 －12 ０

しわく +30- 16 +1 女58家族 + 7- 7 63 261 ６１

善通寺 +31- 27 + 1- 7 65 764 ５８

あけぼの +24- 9 +1-3 男62紹介 + 4- 7 47 545 ４２

観音寺Ｈ + 6- 9 + 2- 3 30 724 ２３

県合計 148-131 +5-4 +21-47 300 56270 ２４４

■日時 2021年10月24日（日） 晴れ

■場所 丸亀市 城山・猫山・大高見峰・鷹丸山

■参加山の会とコース

○高松勤労者山の会、○塩飽山の会：城山～猫山

○さぬき山歩会：城山～猫山～大高見峰

○善通寺山の会：城山～鷹丸山～猫山～大高見峰

○観音寺あけぼの山の会：猫山～大高見峰

前日の肌寒い天気が嘘のように晴れ渡った空の下、

綾歌森林公園に県内５つの山の会、総勢40人ほどが

集まりました。各会の紹介がありお互いニコニコと

顔を見合いながら、県内にこんなに素敵な仲間がい

るんだと嬉しくなりました。全体会の後はそれぞれ

のコースを歩きました。

10時～10時半の間は無線交流を楽しみました。さ

すがに狭い範囲なので感度抜群で、各会それぞれに

呼びかけ合って現在地を確認し、

あの会はあそこか、あそこはこ

こかと、一緒に山を歩いている

連帯感が心をくすぐりました。

あけぼのは10時半の無線交流が

終わった後、他の会が無線のス

イッチを切っただろうとの期待の下、日頃はなかな

か機会がないので猫山頂上で全員回し合って無線体

験をしました。

12時半高見峰神社で弁当を広げていると、なんと

城山から回ってきたはずのさぬき山歩会のメンバー

がやって来ます。えー！何と早い！と驚いていると、

阿部会長が「さっきのあけぼのの無線体験聞きまし

たよ。周りの声まで全部入っていて面白かったです

よ」との一言。えー！やっぱりあれを聞いてる人が

いたんだと赤面しつつ、「あんなことをやってあけ

ぼのはすごい」と褒めて頂き少々嬉しくもありまし

た。昼食後はCL星川講師で山筋ゴーゴー体操の簡単

講習をしました。

下山を始めて間もなく、今度は善通寺山の会が上

がって来ます。すでに弁当も済ませてここまで来る

とはやっぱり早い！覚悟はしていましたが、その後

山歩会がゆうゆうと私たちを抜いていきました。両

会とも本当に健脚ぞろい

です。

猫山を北回りにトラバー

スする道を帰っていると、

猫山の西面のあたりでしゃ

がみ込んで写真を撮って

いる男性に出会いました。

亀甲白熊（キッコウハグマ）という小さな白い花。

「この花が咲いて見られるのは非常にめずらしいが、

ここでは毎年このあたりで咲いている」と丁寧に教

えてくれます。後で調べると、亀甲白熊は閉鎖花

（花びらが開かず、つぼみのまま自家受粉する）が

多いとのこと。みんなで写真に収めて、一つ宝物に

出会ったと感謝しました。

ほぼ予定通り15時10分駐車場到着。反省会の後、

心地よい疲れと共に帰路につきました。

【観音寺あけぼの山の会：大沢】

2021年10月20日 善通寺市民会館 出席12＋W1名

Ａ)各会の活動報告と交流
会員数／山行状況／行事など

高松が紹介やＨＰなどで３名の入会は画期的成果。

昨年11月末の会員数は261名。残は17名。各会で対象

者が生まれており、全会が今期｢増勢｣に転じよう。

※連盟会費納入3、6、9、12月の会員数にて納入。

☆労山基金の更新を迎えています。期限までに全
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☆登山とハイキングの 香川県勤労者山岳連盟
普及と向上に全力をあげよう №55-8 2021.11.1

☆力をあわせ何としても 高松市松縄町1005-4
３００名会員を回復しよう 電話：087-865-7521

ろうさんＫＡＧＡＷＡ

県連盟だより



会が完了しましょう

Ｂ)事故やヒヤリハット報告

① 10/3燕岳60歳男性、体調を崩して燕荘で休養待

機し貴重品を管理するよう指示があったのに、無

断で移動した。無事だったが、捜索するところだっ

た。 (善通寺)

② 10/14稲積山の岩場で、70代男性

が一人で懸垂下降中、一時脱出で

きなくなった。 (あけぼの)

③ 10/10八面山、下山時バランスを崩して2ｍ程滑

落した。 (山歩会)

※１．モンベルグループ『岳人』編集部から県連に、

登山のヒヤリ・ハット集で取材の申し込み有り。

加藤理事に対応して頂き、今年の遭難を考える

集いと2015年当時編集したヒヤリ・ハット報告

集を送った。

※2．ヒヤリ・ハット報告を、データーで残して活

用することが大事。

Ｃ)コロナも小康状態
秋の取り組みを大きく成功させよう

①10／ 救助隊役員会(谷本) 11／７救助隊基礎技

術習得訓練。８時半～飯野山野外センター

次回役員会12月6日開催。総括と２月訓練

②10／６自然保護委員会の報告(安井) 11/14五色台

クリーンハイクの成功を。※ゴミ袋等を各会配付

③10／24女性交流登山について(土田) 綾歌３山

④ヤングメンバーズ香川(ＮＥＸＴ)

《9/12拡大三役会での論議内容－－再録》

◎参加者からは好意的反応が多し。ただ各会から

の参加はまだ限定的。

◎なぜヤングメンバーズを立ち上げたか 意義と

任務を明確にすべし

①若手の主体性を尊重した多様で安全な山行を

展開する。

②県連内の若手会員の交流を促進する。

③技術や伝統を受け継ぎ、各会の運営を担う人

材を育成し、若手会員を増やす。

◎安全登山をどう担保するか

①山行参加希望者が所属する「会」で、山行指

導と計画承認を厳格に行う。

②リーダー所属会が山行に責任を持ち、万一事

故の時は初期対応を行う。救助隊に連絡する

◎善通寺に担当役員が偏在している問題 中期的

に改善していく
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(２) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５５－8 2021.1１.1

☆０５日(金) ヤングメンバーズ香川(ＮＥＸＴ)役員会

☆０７日(日) 救助隊基礎訓練

☆１４日(日) 第40回五色台クリーンハイク

☆１７日(水) 県連盟第８回理事会 １９時～ 善通寺市民会館

大きく成功させよう
五色台クリーンハイク
コロナの関係で２年ぶりの開催

です。第40回の区切り行事ですの

で、ふるってご参加下さい。なお

パン販売はなく、弁当持参です。

☆１１月１４日(日)９時～14時

☆五色台一帯の各コースで清掃

☆12時～ 昼食／全体集会 クラフトハウス

◎各会の分担コース

・白峰寺コース(白峰寺～一本松) 高松・高松Ｈ

・国分寺コース(一本松～中山) 五色の峰

・下笠居コース(下笠居～ｵﾚﾝｼﾞﾊﾟｰｸ) あけぼの・観Ｈ

・大崎の鼻 Ａ (中山～阿弥陀越) 山歩会

・大崎の鼻 Ｂ (黒峰～阿弥陀越) 善通寺

・大崎の鼻 Ｃ (大崎の鼻～黒峰) 丸亀しわく

・休暇村コース 一般参加者



《10/1役員会での論議内容》

◎愛称が「NEXT」に決まった。

◎理事会での意見として、NEXTの年間計画の立案

の要望あり。

◎NEXTから救助隊に来年２月雪上訓練の要望あり。

Ｄ)仲間づくり運動の正念場!!
秋の大爆発をどう勝ち取るか

☆仲間づくり運動が正念場を迎えている。全会が後
退を取り返し、目標達成に全力を。

全県の会員数が２４４名に大き

く後退(昨年11 月末は２６１名)。

これまで頑張ってきた会の奮 闘だ

けでは３００名回復は不可能。まず

全会が後退を回復し、例外なく全会

が総会目標に責任をもつことが大切。特に東部地域

の会の爆発を。

・先入観を排して入会対象者をみんなで洗い出し

その人達に声をかけ続けよう

・コロナに配慮しながらも、全会で公開山行を計

画し、仲間づくりに結実させよう

☆秋の飛躍のために、準備や手立てを本格化しよう

◎坂出ハイクの元会員への働きかけをぬかりなく

◎ＨＰをもっていない「高松ハイク」と「観音寺

ハイク」への具体的な援助

◎秋から初冬にかけて、地域の「愛好者」に働き

かける取り組みの具体化を

☆その他の意見

県連ホームページが更新されていない。ホーム

ページの更新を望む。メディア委員会が開かれて

いない問題もある。県連事務所(高松)に、ネット

環境を整備してはどうか(市原副会長)。

Ｅ)その他の問題について

① 11／28日 四国ブロック協議会 10～12時 道の

駅｢ことひき｣内のカフェにて

②「五色の峰」の役員体制の変更について

宮武代表が体調不良により、顧問になりました。

新しい会長には宮内俊彦さん、県連理事には佐伯

先史(ﾋﾛｼ)さんが就任しました。

若手のためのクライミング講習会
１０月２土～３日 原（観音寺あけぼの山の会）

長野県と山梨県の境にある小川山で開催された

「若手のためのクライミング講習会」に参加してき

ました。受講生は１１名、講師・スタッフは９名の

参加でした。北は宮城県から南は香川県までの参加

で関西方面からは香川県からの私一人でした。長野

県の金峰山荘に集合でしたが、ここは金峰山への登

山口、クライミングやボルタリングのゲレンデ、キャ

ンプ場などがあり人気の場所ということもあって、

早朝にもかかわらずたくさんの人出がありました。

初日は、最初に自己紹介を行い、さっそく講習に

入ります。一枚岩スラブのゲレンデへ移動し、登攀・

垂直懸垂など基本講習を行いました。自分自身が構

築した垂直懸垂のシステム

を確認をしてもらった際、

「器具の扱いが雑」など注

意を受けましたが、普段当

たり前に行っている事でも、

自分のダメな所を知ること

が出来き勉強になりました。その後（午後からは）

山荘に戻り、座学での講習になりました。バックアッ

プのセットの仕方・システムの確認（ビレイ器の上

でとるか下でとるかまたそれぞれのメリット・デメ

リットなど）。そもそも「バックアップは必要か？」

など受講者側からも質問が出て、そういった質問に

対して答えて頂き、知識として勉強になりました。

２日目は各々のレベルに応じて３班に分かれての

講習になります。午前中は初日と同じスラブ状のゲ

レンデでリードでの登攀の練習などを行いました。

午後からは別のゲレンデへ移動してマルチピッチク

ライミングの練習を行いました。リードでの登攀・

セカンドの確保、セカンドでの登攀の練習などを行

いました。

２日間と短い期間ということもあり、技術的には

普段の復習的な感じとなりましたが、各会の会員さ

ん達との交流を深める

ことができ、講習会に

参加できてよかったと

感じています。今後も

開催の予定との事でし

たの、タイミングが合

えばまた参加したいと

思います。
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会 ８ /30月 ～ ９ ／ 26日 の 山 行 な ど １ １ 月 予 定 １ ２ 月 予 定

名 月 日 山 行 名 Ｃ Ｌ 参 加 日 山 行 名 日 山 行 名

09/3 0 0 5 ◎ ｱｲｾ ﾞ ﾝ ﾄ ﾚ◆ 運 営 委 10
1 0 /0 3 ☆ 二 ツ 岳 本 多 1 13 ◎ 五 色 台 キ ャ ン プ 11-1 2 ◎ 伯 耆 大 山

/03- 0 4 ☆ 烏 帽 子 山 三 宅 1+1 2 7 ◎ 黒 潮 Ｒ Ｃ 23-2 6 ◎ 中 央 ｱﾙﾌ ﾟ ｽ
/ 0 5 ☆ 剣 山 加 藤 2+4 2 8 ◎ 東 山 森 林 公 園 29-3 0 ◎ 石 鎚 山

◆ 里 例 会 11高 /14
/ 1 7 ◎ 平 家 平 ～ 冠 山 川 尻 3
/2 3 ☆ 高 城 山 藤 田 ﾌ 2

松 /23 ☆ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ 川 尻 4
/2 3 - 2 4 ☆ 石 鎚 南 尾 根 Ｒ Ｃ 東 1+2

◆ 運 営 委 9/2 8
/ 3 0 - 3 1 ◎ 伯 耆 大 山

高
ハ

09/2 7 ☆ 大 川 山 大 野 1 05 ◎ 讃 岐 北 上 畑 ～ 中 山 峠
10/0 3 ☆ 中 山 峠 ～ 大 滝 山 ～ 苫 尾 大 野 3 09 ◎ 土 佐 矢 筈 山 14 ◎ 伯 耆 大 山

/05 ☆ 笹 ケ 峰 関 1 19 ◎ 蒜 山
山 /06 ☆ 猪 尻 山 ～ 大 平 山 大 野 1 21 ◎ 小 豆 ： 星 が 城 26 ◎ 堂 山 ～ 六 目 山

◆ 里 例 会 9+41 0 /0 6
歩 /1 0 ◎ 八 面 山 ～ 綱 付 山 谷 阿 部 4

/2 0 ☆ 屋 島 西 尾 根 大 野 1
会 /23 ☆ 箸 蔵 街 道 中 川 1+3

/ 2 4 ◎ 女 性 － 綾 歌 三 山 阿 部 8(6)
/ 2 4 ◎ 笹 ケ 峰 阿 部 6
/3 1 ◎ 讃 岐 鵜 峠 ～ 北 上 畑 山

五 10/0 2 ☆ 北 ア ・ 霞 沢 岳 1+4
色 /09 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 宮 内 3+1
の /15 ☆ 南 八 ・ 赤 岳 1 毎 土 － Ｒ Ｃ Ｔ
峰 /24 ☆ 矢 筈 山 1+4

0 9 /2 8 0 6 ◎ 程 野 の 滝 05 ◎ 野 地 峰◆ 運 営 委 7
丸 10/ 0 2 - 0 3 ☆ 剣 山 熊 野 1+1 1 3 □ 山 サ ロ ン 11 □ 山 サ ロ ン

/03 ☆ 王 越 Ｒ Ｃ Ｔ 中 村 4+3 2 0 ◎ 吉 田 の 岩 場 12 ◎ 郷 師 山 ～ 城 山
亀 /04 2 1 ◎ 梅 ケ 谷 山 19 ◎ 石 鎚 山◆ 里 例 会 25

/ 0 8 ☆ 石 鎚 山 ・ 瓶 ケ 森 中 村 3 23 ◎ 白 峰 寺 ～ 根 香 寺 25 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ
し /16 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ 中 村 6+1 2 7 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ

/18 2 8 ◎ 城 跡 巡 り◆ 里 例 会 20
わ /23 ☆ 稲 積 山 Ｒ Ｃ Ｔ 中 村 4

/24 ◎ 女 性 － 綾 歌 3山 関 12( 4 )
く /26 ☆ 天 狗 塚 中 村 3

◆ 運 営 委 7/26
/ 3 0 - 3 1 ◎ 剣 山 ～ 三 嶺

10/0 2 - 0 4 ◎ 燕 岳 佐 藤 ﾀ 6 03 ◎ 大 屋 冨 Ｒ Ｃ Ｔ 05 □ ロ ー プ 操 作
/07 0 7 ◎ 竜 王 山 12 ◎ 笠 松 山◆ 里 例 会 20

善 /10 ◎ 一 の 森 ～ 槍 戸 山 森 山 ﾐ 5 19 ☆ 五 色 台 12 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ
/16 2 1 ◎ 勝 賀 山 18- 19 ◎ 伯 耆 大 山◆ 運 営 委 8

通 /17 ◎ 剣 山 ～ 丸 石 山 佐 藤 ﾀ 6+8 2 4 ☆ 筒 上 山 19 ◎ 高 鉢 山
/17 ○ 阿 波 矢 筈 山 偵 察 柏 原 2+3 2 8 ◎ 女 体 山 28- 31 ☆ 八 ヶ 岳

寺 /23 ◎ 大 麻 山 村 上 ｼ 5 30 - 0 2 ◎ 石 鎚 山
/24 ◎ 女 性 － 綾 歌 ３ 山 6
/24 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 森 山 ﾐ 6

09 /2 7 ☆ 大 麻 山 大 沢 2 03 ◎ 野 根 山 街 道
10/0 2 ◎ 剣 山 ～ 奥 槍 戸 土 屋 6 07 ◎ 剣 山 ～ 一 の 森 交 差 07 ◎ 塩 塚 峰

/02 ☆ 塩 塚 峰 横 田 ﾋ 3 1 2 ◎ 前 工 石 山
/03 ☆ 三 嶺 井 上 ﾋ 4 2 1 ◎ ち ち 山 ～ 笹 ケ 峰 交 差 19 ◎ 立 石 山 め 竜 王 山
/03 ☆ 竜 王 山 ・ 立 石 山 黒 河 3 26 ◎ 中 津 明 神 山
/04 ☆ 石 鎚 山 岩 倉 2
/04 ☆ 猫 山 星 川 2

観 /06 ☆ 石 鎚 東 稜 原 1+3
/ 0 6 - 0 7 ☆ 堂 ケ 森 ～ 二 の 森 小 島 4

音 /08 - 1 1 ☆ 北 ア ・ 笠 ケ 岳 安 東 2
/09 ☆ 石 鎚 山 井 上 1+4

寺 /09 ☆ 寒 風 山 石 川 ｼ 1
/ 0 9 ☆ 坂 出 ・ 金 山 藤 川 4
/09 - 1 0 ☆ 石 鎚 ～ 笹 ケ 峰 遠 藤 1あ
/ 0 9 - 1 0 ◎ 天 狗 高 原 泊 井 下 5
/10 ◎ 天 狗 高 原 ・ 黒 滝 山 井 下 9け

◆ 里 例 会 25/ 1 3
◆ 運 営 委 10ぼ / 1 4

/ 1 5 ☆ 石 鎚 山 石 川 ｼ 2
/ 1 7 ◎ 石 鎚 ・ ご 来 光 の 滝 安 東 5の
/ 1 8 ☆ 石 鎚 山 横 田 ﾐ 4
/2 3 ☆ 箸 蔵 街 道 井 上 ﾋ 2+1
/ 2 3 ☆ 東 三 ツ 森 山 ～ 野 地 峰 石 川 ｼ 3+1
/ 2 4 ◎ 女 性 － 綾 歌 3山 星 川 9+1
/ 2 4 ☆ 矢 筈 山 北 尾 根 原 1+4
/ 2 5 - 2 6 ☆ 久 住 山 ～ 三 俣 山 ﾃﾝﾄ 岩 倉 3

◆ 里 例 会 27/2 7

観 10/ 0 7 0 7 ◎ 女 木 島 05 ◎ 青 野 山 ・ 角 山◆ 里 例 会 10
/1 0 ◎ 梶 ケ 森 三 野 10
/2 1 2 1 ◎ 城 山◆ 運 営 委 12

Ｈ /24 ◎ 箸 蔵 街 道 石 井 15

県 10/ 2 4 ◎ 女 性 交 流 綾 歌 ３ 山 07 救 助 隊 基 礎 訓 練
高 2+1 山 2+6 丸 8+4 善 6 あ 7+3 1 4 五 色 台 ｸﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ

連

ヤ 10/ 2 3 ◎ 箸 蔵 街 道 06 阿 波 矢 筈 山 北 尾 根
ン /24 ◎ 阿 波 矢 筈 山 北 尾 根 偵 察 20-2 1 小 豆 島
グ
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(４) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５５－７ 2021.10.1
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